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7K回転換期におりる整比'1夫の格広向上対張
(翼軒みロータリおよび二約ロータリの利配性能)!           故

萩 平、輸介協

挙 素  と な うィレ」

太回転換判の整北イ任共な守ふ畑 分セヤtK対 ンとして幾 レいぅとりわすす秩的氏著魚
し【ぃ る控払ロ ータリに よる施め なヽ幹土

,期 込Ⅲ女能著 K F H Rねがり く、 せHt  K央各

体k七玄ざ望ょぇてぃる。
ミkに対し、立弘および二抽口,タ リ氏よる桂史探紫ぼ梓共格及終伐,(、え・

尺ニニ係体飛客たおりる経押乳代整り 氏名苑であるミとが笑らうけLス3
及 イli 内 み
|)'係ど終の特イ失
(!)7K口触 畑くめTみ逆払ロータリうよか三抽ロータリによるな比4年夫応え守

却κ細ひぃ土極が、下看抑には代ヽヽ二鬼が立ボ寄、約二その務土と女子にすみ。
律)輸 解勉の技密まえ宥そ対次)の効込崎二転ロー7り fり吹批ていろ。 し 0 し`
、藩千うとが多ひっkり、上食燕小がもくぼると上名と細紐と小滋する質の手

式ぁ小スに秘なって、工払ロータリエリ術る底熊がみうttる。
`3)耕去糟の上マと下宥り次広は二私ロータリエリ暖J、 女峰官橋程八をが毎,
】tるミとによって、体均分W考 ヤ於坪静1の豹災々え上角八がるぃ,
り 上用知オ
代重の夜秘静貯陵その関立びうみた逆払ロータリおよが二軸ロ

ータリの近鴻余

叶4 次のとおりで`ある。
d)維 残土夜では合刻く宰ぇり、オ%(半 乾)の協小に結久のもい|千業が可能ぜある。
Ⅲおミの場さt多 とのス守 てタイク～タル

X%ク久)が あラても裕絶作衣 K環ケ響の官

ぃ底造に整史かでころ,

`皮)れ 復上代でひよ守J′″(ママ祝 )た友 とぞると・和紅 と上仏の小維がゃャ乗、

く?り 、久マ 鈎込 みわ ル '竹あA私 ゑぶ ご略イ と々ごぅな |や、 タタメP//2代以 上 で
・
ば久

君ぴi告上げ,次イ【共Kる彩響がく
いなっ

い)0調 侍争″り%(母 )以上で湾牧の争状ぁ全スた上疫の71方か多くなり、lT夫協

広がネう0た均知 とがゲてい釦込"ウエ瑠困幾とぞう,
3)イ【共含し井
〔|)3θ P5トラクタに紺陥 /ど,軟の逆払日―タッと及落した掲だ〉り作業化孝座11守
問当 リノわ ′γA であ フた。

の 逮弦ロータリは継卜幅当たりあ打,も 角が大きい,ι スがって二申え口…夕りと

同げ4【共tと孝とな揮ごせるためKは、一炊とある力のトラクタと使用する。
コ、指導上り留る点
り 上残占K肋独t生がスぅのご、あぃ|【次監久言得るための上残状悠と狂終してが
く枕導がある,
2)負 ぃ矢宥 =多也K劉込む場ハは、女済 だけのを0ドご空易くな紀後のイ1殉の生省
に采弔響ざ文なこともありうるので、久解 nご こるだけ細断taと ともにたFE生

薇は多目にする。
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